
令和５年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 
 

 

令和 5年 7月 25 日 

岡山市長 様 

               応募者代表 公益社団法人日本技術士会 中国本部岡山県支部               

                       支部長 川井 広一               

 

令和５年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「災害に強いまちづくり～誰も取り残されないやさしい地域を目指して～」 

取組の名称 岡山市立公民館における「防災マップづくり支援」 

 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

【目的】地域防災力の向上のため、防災・減災の専門家による市民の災害

リスクと警戒・避難に対する意識啓発を目的としている。 

【取組概要】岡山市 4 区内において、公民館事業「まち歩きによる防災マ

ップづくり」の支援をボランティア活動として実施している。 

 各公民館の小学校区連合町内会を対象に、その地区の災害リスクを自然・

社会条件、ハザードマップをもとに「座学研修」を行い、さらに代表町内

会を対象に「まち歩きによる防災マップづくり研修」を開催している。 

【アピールポイント】参加者は我がまちの①避難場所、②危険な場所、③

災害時に役立つものをまち歩きにより調べ、防災マップの原図を作成した

後、技術士会でデジタル化したものを町内会に提供している。 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成

果や、解決した社会課題の

状況、また関連した地域へ

の効果や変化などを書い

てください。 

【成果】自主防災会によりこれまでも防災マップを作成している町内会は

あったが、一部の町内会役員により作成されたもので、専門家の意見や地

元住民の声が反映されていなかった。一方、本支援活動では、公民館事業

として、専門家 10 名、地元住民 30 名以上の参加があり、地元住民の意識

啓発に繋がっている。毎回、研修後にアンケート集計しているが、「危険な

箇所が多いことを知った」「他の町内会でも防災マップを作成したい」「今

回の防災マップを今後も修正配布したい」等の意見をもらっている。 

【関連した地域への効果】 

 これまでに、中区、北区、南区、東区の 4 公民館において、まち歩きを

実施したが、北区の対象町内には 12 棟の分譲マンションがあった。この内

の 4棟のマンションが、令和 5年度市民協働推進事業として 11 月には災害

リスク研修とマンション探検ツアーの対象となった。 

 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際のエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事務局受

付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 

シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困難な場

合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料を添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等で公開し

ます。  



〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 岡山市立公民館における「防災マップづくり支援」 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

 災害に強いまちづくりを進める上で、最初に必要となるその地域の「災害リスク」と「防災・減

災対策」を専門家と地元住民で考える機会となる。まち歩き後の成果としての防災マップも「災害

に強いまちづくり」に必要となる地区防災計画を作成する上で重要な資料となる。 

 

 

取組の目的・目

標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

 地域防災力の向上のための課題として、自助、共助、公助のうち共助の推進に着目し、自主防災

会の活動強化が重要と考えている。このため、防災・減災の専門家による自主防災会への地域の災

害リスクと警戒・避難に対する意識啓発を目的として取り組んでいる。したがって、まち歩きによ

る防災マップづくりにより、地区防災計画づくりの契機となることを目標としている 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、開催日、対象者、対象人数など 

・中区操山公民館  R4年10月8日 座学研修：宇野学区、三勲学区          自主防災会他 30名 

                   R4年11月12日 まち歩き研修：原尾島操山町内会、国冨瓶井町内会 自主防災会他 31名 

・北区御南西公民館 R4年12月10日 座学研修：西学区                       自主防災会他 16名       

R5年5月27日 まち歩き研修：辰巳町内会    御南中学校生徒  自主防災会他 35名   

・南区灘崎公民館  R5年1月14日 座学研修：灘崎中学校区                    自主防災会他 20名 

                  R5年5月27日 まち歩き研修：宗津町内会、川張町内会     自主防災会他 57名 

・東区瀬戸公民館 R5年1月21日 まち歩き研修：瀬戸町沖町内会 瀬戸南高生徒 小学生とその家族他 19名 

 

２ 活動内容、実施方法など 

(1) 座学研修「防災マップづくり」 

・最終目標としての地区防災計画づくりの紹介 

・対象地区の災害リスクと被災状況の紹介 

・防災マップづくり方法の紹介とまち歩き対象町内会の選定 

 

(2) 「まち歩きによる防災マップづくり」研修 

・グループに分かれてまち歩き：①避難場所、②危険な場所、③災害時に役立つものを調査してメモと写真撮影 

・防災マップづくり：グループごとに防災マップ基図に取集した情報を追加し、防災マップを作成 

・成果発表：各グループのリーダーに作成した防災マップの説明をお願いし、会場で意見交換 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

・まち歩き研修には、岡山理科大学の学生に写真撮影と印刷担当として7名～8名参加してもらっている。学生

は、各グループの写真撮影をスマホで行い、現地から研修会場の PC にメール送信して印刷する。これにより、

会場での防災マップづくりにおいて、印刷した写真を即座に利用できる。 

・作成した防災マップを技術士会でデジタル化し、町内会に提供することで、地元住民への配布が可能である。 

 

 

 

取組の実施期間 

 

今後の活動展開

など 

 

始期：令和 4年 10 月～ 

☑ 継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

・毎年、岡山市 4区内で、1 公民館ずつの研修を予定している。 

・特に都市部で分譲マンションの多い地域では、在宅避難が重要となるマンション防災について

も取り組む予定である。 

 



協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

・防災・減災の専門家と地域住民の連携による専門性と地域特性を反映した防災マップづくり 

・専門家と公民館、地域住民、地元学生・生徒との連携による地域防災力の向上 

・公民館による連合町内会全体への情報発信 

・公民館の拠点機能・学習機能の有効活用 

 

 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の

関わりの深さも評

価の対象となりま

す。 

※足りない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 岡山市立操山公民館 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 公民館事業として、募集と会場確保、町内会との調整 

団 体 名 岡山市立御南西公民館 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 公民館事業として、募集と会場確保、町内会との調整 

団 体 名 岡山市立灘崎公民館 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 公民館事業として、募集と会場確保、町内会との調整 

団 体 名 岡山市立瀬戸公民館 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 公民館事業として、募集と会場確保、町内会との調整 

団 体 名 岡山市宇野学区連合町内会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 座学研修時の参加者募集 

団 体 名 岡山市三勲学区連合町内会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 座学研修時の参加者募集 

団 体 名 岡山市西学区連合町内会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 座学研修時の参加者募集 

団 体 名 岡山市灘崎学区連合町内会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 座学研修時の参加者募集 

団 体 名 岡山市北区辰巳町内会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 まち歩き研修時の参加者募集とグループリーダーの選定 

団 体 名 岡山市南区宗津町内会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 まち歩き研修時の参加者募集とグループリーダーの選定 

団 体 名 岡山市南区川張町内会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 まち歩き研修時の参加者募集とグループリーダーの選定 

  



 

 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の

関わりの深さも評

価の対象となりま

す。 

※足りない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 岡山県立 瀬戸南高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 瀬戸公民館の対象地区にある高等学校として防災マップづくり参加 

団 体 名 一般社団法人建設コンサルタンツ協会中国支部 防災委員会 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 防災・減災の専門家としてまち歩きにおけるアドバイザー参加 

団 体 名 岡山理科大学 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 まち歩きにおける写真撮影と印刷担当として参加 

団 体 名 岡山市都市整備局 住宅・建築部 住宅課 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 令和 5 年度市民協働推進事業 マンション防災の担当部署 

団 体 名 一般社団法人岡山県建築士会 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 令和 5 年度市民協働推進事業 マンション防災の連携団体 

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

 

 

 


